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日時 ： 平成３１年３月２２日（金）１４：００ ～ １５：３０ 

場 所 クリーンセンター広陵 ３階 研修室（大） 

議事内容 

（１）第２１回の議事概要について 

（２）山辺・県北西部広域環境衛生組合進捗状況について 

（３）「提言書」の取りまとめ確認について 

（４）次回町民会議について 

（※）その他 

－開会－ 

事務局からの説明事項 

・大字区長１名の交代 

・町民会議委員の任期（２年間）確

認 

・傍聴者なしの報告 

 

鍵谷会長あいさつ 

・第２２回の町民会議となるが、私は７ 

年以上関わっている。当初は非常に厳

しい条件が色々あり、このままではご

み処理施設はできないのではないかと

懸念していた。土壇場にならない限り、

進展はないだろうと思いながら進めて

きた。ここ１、２年でごみの広域化処

理や不燃・資源ごみの共同化処理の驚

くような展開になり、ごみ処理の方向

が見えて、提言書としてまとめられる

ような段階になった。これについては

２６日に提言書として今日の審議結果

を踏まえて、山村町長のところに提出

する。長い間議論して最終的に皆さん

に言われたことは非常にありがたいこ

とだと思っている。大変皆さんには苦

労をかけた。勉強していただき有意義

な会議であった。提言書の中、最終添

削を含めて修正したいので、忌憚のな

い意見をお願いしたい。 
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山

村

町

長

あ

い

さ

つ 

・第２２回ごみ処理町民会議の出席に感謝したい。先ほど鍵谷会長の話が

あったように、２年任期であるが、この難題について色々と審議いただ

き、提言書としてまとめていただけることに感謝したい。このクリーン

センター広陵は平成１９年３月から操業を開始し、操業期限は１５年と

いうことで、あと少しで操業期間を迎える。操業期限後のごみ処理をど

うすべきかという方針を立てていくための町民会議であったが、天理市

と１０市町村の広域でごみ処理が進むということで、天理市と奈良県と

がタッグを組み、関係市町村に呼びかけ、１０市町村共同で行おうとい

うことになった。順調に準備が進んでおり、天理市で建設する予定地も

既に確保できており、現在、建設計画準備に入っている。これからしっ

かりとその準備を進めていきたい。また、ごみ処理施設は天理市にでき

ても、そこに運搬する方法は各家庭から集めた車両をそのまま天理市の

方へは走れないので、大きな車両に積み替えて運搬することになる。い

わゆるごみ中継施設が必要となってきた。この中継施設についても委員

の皆さんが承知しているように、安堵町と河合町と３町で行わないかと

いう問いかけがあり、河合町は既に参加の正式表明をしているが、広陵

町はまだ正式に参加の表明はしていないが、方法としては安堵町の方で

共同で行うという方向にこのごみ処理町民会議でも方向付けをしてい

ると伺っており、その方向に向かって正式に進めていきたいと思う。こ

の施設ができあがるまでには４ヶ大字に本当に大きな負担をかけ、住民

の理解を得て、このクリーンセンターができあがった。以前の清掃セン

ターは馬見南３丁目にあり、こちらも地域の皆さんのご理解のもとに運

営を進めていたが、操業期限を厳守との訴訟の結果、平成１７年６月を

もって操業を停止することを受けて、このクリーンセンター広陵ができ

あがった。ごみの処理はどこかで行わなければならないというのは住民

の皆さんの共通認識であり、行わなくてよいとは誰も言わないが、やは

り処理施設は近くにない方がよいというのは常で、それを乗り越え、理

解をいただき、このクリーンセンターができた。また、天理市でも同じ

で、１０市町村のごみが一箇所に集まるので、天理市の地元では他市町

村のごみまで受けるのは困ると反対運動もあったが、天理市が地元説明

をしっかり行ったおかげで理解をいただき事業が進んだ。今日は提言書

をもう一度協議してまとめて、２６日に会長から私に提出すると聞いて

いるので、今日は会議を最後まで一緒に聞かせてもらい、色々な意見を

聞きながら、この提言書の内容について私自身もしっかり理解したいと

考えているので、忌憚のない意見をお願いしたい。 
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事務局による資料確認 

【議事概要】 

（１）第２１回の議事概要について 

発言者 回答者 

会

長 

・事務局から議事（１）の説明

をお願いしたい。 

事

務

局 

・前回欠席の新委員を紹介する。 

・第２１回の議事概要は３月１９

日に配付し、３月２５日を修正

の期限とし、確認をお願いした

い。期限までに修正がなければ

３月２９日までにホームページ

に掲載する。修正がある場合、

修正した議事概要を再度配付

し、ホームページに掲載する。 

（２）山辺・県北西部広域環境衛生組合の進捗状況について 

発言者 回答者 

会

長 

・事務局から議事（２）の説明

をお願いしたい。 

事

務

局 

〇平成３１年１月２１日の広域組

合参加市町村長による環境省へ

の陳情報告 

・町長出席 

・推進交付金の財政措置につい 

 て 

〇平成３１年１月２４日開催の第

１０回組合運営協議会報告 

・町長出席 

・平成３１年第１回組合議会定 

例会について 

〇平成３１年１月２９日開催の第

１９回ごみ処理広域化担当者会

議報告 

・平成３１年第１回組合議会定 

例会について 
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〇平成３１年２月２５日開催の平

成３１年山辺・県北西部広域環

境衛生組合議会第１回定例会報

告 

・平成３１年度一般会計予算に 

ついて 

（３）提言書の取りまとめ確認について 

発言者 回答者 

会

長 

・事務局から議事（３）の説明

をお願いしたい。 

事

務

局 

・提言書の本文（案）は３月１１

日に委員に配付し、３月１５日

を期限とし、確認を依頼した。

事務局で修正後、提言書を３月

１９日に配付した。 

・１の「はじめに」を簡単に読み

上げながら説明。 

現施設の運営開始以来、町民の

理解と協力のもと、ごみの減量

化や分別排出は、ほぼ計画通り

に減量化も進み、大きな成果を

上げられ、今後とも循環型社会

の形成に向け、積極的に推進し

ていくことが町民の責務と考え

ています。 

 ごみ処理町民会議は協定書第９ 

条第２項に基づき設置し、５年

以内に基本計画に次期候補地を

明示するものとされておりま

す。町民会議設置規程第３条に

より、次期一般廃棄物処理施設

の検討や建設計画に係る次期候

補地について協議し、ごみ処理

基本計画に次期候補地を明示す

ることと規定されております。 

 そのような中、平成２５年１１

月２６日に第１回ごみ処理町民
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会議を開催し、新たなごみ処理

施設の建設場所について検討・

協議をしていたところ、平成２

７年９月に天理市から広域で事

業をしないかと呼びかけがあ

り、広陵町も参加することとに

なり、平成２８年４月から天理

市を含む１０市町村によります

「山辺・県北西部広域環境衛生

組合」が設立され、平成３５年

度の稼働に向けて事業を進めら

れているところです。 

 これを受けて、町民会議の目的

が、次期候補地の検討から天理

市の広域化処理施設への搬入台

数を最小限に抑えるためのごみ

中継施設（積替施設）の整備等

の検討に移行しました。併せて、

ごみ処理町民会議設置規程の第

３条に「ごみ中継施設建設場所

の選定及び現施設の跡地利用の

協議の場」を追加させていただ

きました。 

 なお、現施設を中継施設として

改造利用する方法について、ま

だまだ協議が必要であること

や、跡地利用についても議論が

十分できていないことから、平

成２９年３月３１日に「中間報

告書」として町長に提出してお

ります。 

 その後、ごみ中継施設の整備手

法などの協議を進めていたとこ

ろ、安堵町から共同化でごみ中

継施設を設置しないかと呼びか

けがあり、状況が大きく変わっ
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てきました。 

平成３１年１月の第２１回の町

民会議におきまして、安堵町か

ら正式な呼びかけに安堵町にお

いて３町（安堵町・広陵町・河

合町）共同で可燃ごみ中継施設

を、また、広陵町の現施設を活

用して２町（安堵町・広陵町）

共同で不燃・粗大・資源ごみ中

継施設を設置するとの結論が了

承されましたので、提言として

とりまとめたところでございま

す。 

 今後は、現施設の操業停止後に

活用しない施設や設備の撤去、

また跡地利用についても、引き

続き町民会議において協議を行

いたいと考えます。 

・次に２の「基本的な考え方」を

簡単に読み上げながら説明。 

町では、平成１８年１２月に「一

般廃棄物処理基本計画」が策定

され、社会情勢の変化とともに

年々多様化する廃棄物の現状を

踏まえて長期展望のもと、ごみ

減量・資源化を積極的に推進し、

安全で効率的な廃棄物処理体制

を確立するための基本計画を作

成しましたが、ごみ処理が広域

化したことによりまして、これ

までの処理体制が変わることか

ら、平成２９年度に新しく「一

般廃棄物処理基本計画」を改訂

したところです。 

 奈良県におきましては、複数の

市町村が参画して広域化による
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ごみ処理施設の整備促進を推奨

し、「ごみ処理広域化奈良モデ

ル推進事業」により財政支援が

行われているところでございま

す。 

 また、町におきましては、ごみ

の処理の方法は最終的に広域で

行うものの、大型運搬車による

天理市の広域ごみ処理施設まで

運搬するために積替施設が必要

であることから、ごみ中継施設

建設場所の選定について協議し

てきました。 

当初、現施設を建設した際に締

結しました「協定書」では、町

が現施設を建設する際に、地元

及び周辺大字の皆さんが「操業

期限を厳守されるのか」の不安、

危惧を抱いておられ、「現施設

の建設計画に関する交渉を進め

ていくことに支障を来してい

る」ことから、簡易裁判所に訴

え提起前の和解を申し立て、和

解条項の３により定められたも

のです。 

そうしたことから、協定書を真

摯に受け止めながらも、本町の

ごみ行政の情勢が大きく変わっ

てきたことで、協定書第１１条

に定める「疑義が生じた場合及

び変更すべき事項が生じたとき

は協議をする」ということによ

り、検討を重ねてきたところで

ございます。 

平成３５年度中に広域ごみ処理

施設が稼働することで事業が進
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んでおりますが、現施設は平成

３４年３月１８日で操業を停止

されることから、１年余りの期

間にわたりごみ処理ができない

ため、民間処理委託等により対

応せざるを得ないことを踏まえ

て、積替施設のあり方について、

町民会議として平成３０年度中

に一定の方向付けをしていかな

ければならないと考えます。 

・最後に３の「まとめ」を簡単に

読み上げながら説明。 

平成２５年１１月に「広陵町ご

み処理町民会議」が発足してか

ら、本日までに２２回の会議を  

開催してまいりました。 

 協議途中の平成２７年９月に天

理市からの呼びかけによりまし

て、広域化に参加することが決

まりました。第１回から第８回

までの会議は、次期ごみ処理施

設の建設に関する協議を続けて

きましたが、第９回以降は、町

単独でのごみ処理について議論

する必要がなくなり、天理市内

に建設されますごみ処理施設ま

でごみを効率的に運搬する「ご

み中継施設」の整備が必要に 

なったところでございます。 

このように、ごみ処理施設の状

況が変わったことから、町民会

議の役割が「単独ごみ処理施設」

の建設から「ごみ中継施設」の

建設場所の選定へと大きく移行

することになりました。協定書

第１１条におきまして、「疑義
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及び変更すべき事項が生じたと

きは双方協議する」と定められ

ていることから、協定を締結し

た大字の代表委員を含む全委員

の承諾のもと、町民会議規程を

改正して検討することになりま

した。ごみ中継施設につきまし

ては、事例や知見が少ないこと

から町民会議として事例を視察

するとともに、建設費や維持管

理費などの提案を受け、アン 

ケート調査を実施し、現施設停

止後の跡地利用についても意見

を求めたところです。 

 ごみ中継施設の建設場所の候補

地としては、諸条件のもと様々

な比較検討した結果、現施設の

跡地を利用することが最も優位

であるとの意見が大多数を占め

ましたが、選定までには至らず

平成２９年３月に「中間報告」

を町長に提出したところです。 

 その後も、新たな候補地に設置

する場合と現施設を活用する場

合との整備手法について比較を

行い、意見集約をしたところ、

多数の委員が現施設を活用する

ことが望ましいとの意見でござ

いました。そのような中で第１

８回の町民会議におきまして、

安堵町からの呼びかけで３町

（安堵町・広陵町・河合町）共

同化によるごみ中継施設を安堵

町で建設しないかとの報告を受

け、整備手法の一つとして比較

検討することになりました。第
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２１回の町民会議で安堵町から

正式に３町共同化可燃ごみ中継

施設の建設参加の意志確認があ

り、３月中に回答する旨の報告

を受け、安堵町での３町共同化

可燃ごみ中継施設の設置と広陵

町現施設を活用した２町（安堵

町・広陵町）共同化不燃・粗大・

資源ごみ中継施設の運営など、

諸条件について比較を行い、意

見集約をした結果、本提案に反

対意見はあるものの、賛成意見

が大多数を占めたことにより、

この共同化事業を行うことが町

にとって最善であると考え、町

民会議の提言方針とさせていた

だきました。 

 なお、「協定書」で定めている

跡地利用についても、実現する

よう引き続き本町民会議におい

て協議をしていきます。 

 提言書としてまとめるうえにお

きまして、協定書を真摯に受け

止めるものの、今までの本町を

取り巻くごみ処理問題を協議す

る中、大きく情勢が変わってき

たことで、町民への財政負担軽

減を主に考えて検討を重ねてき

ました。 

 結びに、協定を締結した大字の

みなさんにご理解をいただける

よう丁寧に説明することを書き

添えて町民会議として町長に

「提言書」を提出することにい

たします。 

・次に資料編として、資料１から
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資料１７－２までを添付してい

る。内容は、中間報告後の資料

となっている。 

・町民会議において、２１回もの

会議を開催し、様々な意見に対

して、協議・検討し、提言方針

としてまとめている。今月２６

日に会長から町長へ「提言書」

を提出する予定である。 

会

長 

・何か質問があればお願いした

い。 
  

委

員 

・提言書４ページのところ、下

から４行目の第２１回目の

「目」は必要か。それと、鍵

谷会長の資料７の一番下の、

「国は・・・３Ｒ排出抑制」

が重複しているが、訂正可能

か。 

事

務 

局 

・第２１回目の「目」を削除し、

第２１回とする。資料７の重複

しているところは、会長からの

資料なので修正の確認をする。

（会長了承）修正する。もう１

点、４ページの下から７行目、

第１８回目のところも、「目」を

削除する。 

会

長 

・先ほど幹事会で積替施設と中

継施設の使い分けの話が出た

が、それほど違和感はない。

アンケート結果が出ているの

で、資料も見てほしい。一目

瞭然で反対意見や賛成意見が

全部載せられているので、そ

れを見たら大まかな結論とし

て、この表現でよいと思う。 

   

委

員 

・初めに戻るが、ページ１はじ

めの上から５行目、「取り組み

に対して・・・推進していく

ことが町民の責務と考えてい

ます。」となっているが、町民

の責務でよいのか。 

  

会

長 

・先ほど幹事会でも色々意見が

出て、町の責務という話にな
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ると、それなりの町の広報や

啓蒙だけでなく、もう少し進

んだ取り組みがいると私は考

える。私は茨木市のエコ化に

ついて講師を頼まれ、そこの

エコ化はごみやエネルギーを

どれだけ使っているかという

家計簿があり、それで皆さん

で考えながら勉強をしてい

る。そういう取り組みを行っ

ている 

委

員 

・町民でよいと思う。町ではお

かしいと思う。町民がごみに

対して自ら分別に参加してい

る。あれは何のためにしてい

るのかということになるの

で、これでよいと思う。 

事

務

局 

・循環型社会という大きな国民の

責務という大きなことだと思

う。当然ごみを排出する人の責

務として町民ということにして

いるが、この中身を見ると町及

び町民の責務という形にしたら

よいと思うが、どうか。 

委

員 

・処理法の中で行政の責務と、

市であれば市の責務と事業所

と３つになっているので、こ

こは町なので町民の責務でよ

いと思う。 

  

会

長 

・行政並びに町民と書くか。両

方の意見があるので、行政は

行政なりの責務があり、両方

書いてもよいのではないかと

思うが、両方書いてよいか。

確かに住民も行政もそれなり

の責務があるので、特に決め

られてはいないが、行政と町

民という趣旨で両方書いた方

がよいということで修正す

る。 

  

委

員 

・提言書は問題ないが、共同化

する３町のコスト計算ばかり
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取り上げているが、それ以外

に何で共同化するのかの資料

があれば、もう少し分かりや

すく町民に説明ができるので

は。あくまでコスト計算だけ

で隣接３町で行うということ

だけではでなく、他にも理由

としてのメリットを取り上げ

ておくのがよいのではない

か。 

会

長 

・もう少し早く言ってほしかっ

た。 
  

委

員 

・逆に、よいことばかり言って

るのも何かデメリットもある

のではないかと一瞬思った。

これは今日言っても無理だ

が。 

  

会

長 

・確かに重要かもしれないが、

これは最後の５ページの上か

ら１０行目のところ、「町民へ

の財政負担軽減を主に考え」

という形で触れている。今ま

でそのような議論がなかった

ので、急遽ここに入れるとい

うのもおかしいと私も躊躇し

た。 

  

委

員 

・一度その話は出たと思う。た

とえば、中継施設を作るとし

たら、大型トラックが入って

くる。町の細い道を通るのが

よいのかという話が出たと思

う。今回は集めた可燃ごみが

そのまま安堵町の方におそら

く行くので、ここは大型車が

通らない。安堵町の方は高速

道路の法隆寺インターの側な
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ので安堵町の中も通らない。

広陵町は大きいトラックは通

らないというメリットがある

と出たが。 

会

長 

・本来そういう意味では安堵町

の敷地を見るべきと私として

は思ったが、提言書としてこ

ういう形で提出して、また何

か心配事があれば跡地利用の

ときに付帯事項として議論し

ても悪くはない。いずれにし

てもここで色々と行わないと

いけないので、それを含めて

また考えればよい。議論して

いないのに結論出すのはでき

ない。このようなとりまとめ

でよいか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委

員 

・期日が決まっているのでこれ

でよいが、逆にデメリットが

あるのではと思った。たとえ

ば、どこかの災害でトラブル

が起きたときに対処すること

も考えておかないと施設が使

えなくなる。これからのこと

だが。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会

長 

・それは前もって検討しておい

た方がリスクだから、考えて

おいた方が何か起こったとき

に慌てないで済む。事務局と

して何かないか。 

事

務

局 

・今の意見について、この文書の

表現として５ページの最後のま

とめの上の「ごみ中継施設の運

営など、諸条件」というところ

に３町と２町のことのメリット

やデメリットなどを考え、諸条

件と表現している。そのような

表現はなかなか書き添えること

は難しい。 
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事

務

局 

・提言書として残るので、皆さん

の意見をいただき、総合的に考

え、町にとって最善であるとの

表現と協定書を真摯に受け止め

るものと町民への財政負担軽減

を主に考えての表現で理解をお

願いしたい。 

副

会

長 

・私もこのことについてはこだ

わっていた。要するに財政負

担を軽減することは安堵町も

考えている。環境については

当然色々なことがある。基本

的にあまり大型車や環境の影

響について、受けていただく

安堵町に対してこれを受けて

もらいたいというような表現

になれば行政と行政というこ

とを踏まえた中では、この程

度でよいと思う。 

  

委

員 

・３町の安堵、広陵、河合の共

同でたとえば河合町の町長選

挙結果で、河合町が白紙に戻

した場合の負担金の話はどう

なるのか。 

事

務

局 

・もし河合町が参加されなかった

ら、安堵町も広陵町も負担率が

上がるという形になる。当然協

議することになる。ただ、町長

が交代してもこの場合について

は河合町もごみ中継施設を作る

場所がないと聞いている。安堵

町で共同でするということは一

番よかったと聞いている。町長

が交代しても河合町としてはこ

れがよいと聞いている。 

  
町

長 

・心配はごもっともだと思う。私

もすべて出されている条件がそ

のままスムーズにいくとは思っ

ていないので、３町が共同で計

画を立てて進める段階で、立ち

止まってそれぞれ協議していか
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ないといけないと思っている。

安堵町に参加申し入れをすると

きにおいても、停止条件付きで

進めておかないといけないと 

思っている。今の施設の撤去す

る費用は安堵町負担なので、そ

の後に建設する費用については

３町共同となり、土地を借りる

ので借地料の話も出てくる。そ

れから、広陵町が安堵町の不

燃・資源ごみを受け入れると、

その費用負担をどうするのかと

色々な課題がたくさんあるの

で、確定的なことは言えないと

思う。３町共同で行うにあたっ

て一部事務組合を立ち上げると

いうことが私は必要だと思って

いるが、その段階に至らないと

確定的なことは言えないので、

広陵町の不利益にならないよう

に私だけではなく議会の審議を

通じて、一緒に協議を進めてい

きたいと思う。河合町は可燃ご

みだけに参加し、資源ごみは自

町で行うということなので、可

燃ごみ以外は今の施設で行うこ

とになっている。広陵町は資源

ごみ紙・布類は、わざわざここ

に集めた物を積み替えて運賃を

かけて天理まで持っていく必要

がなく、ここで受けてもらえる

業者があるので、その方が安く

なるということで、資源関係の

紙類等はここで残して共同処理

しないとしている。缶・ビン・

ペットボトル等については、こ
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の施設で処理をしなければいけ

ないので、ここは保管だけにし、

処理の分は天理市の方に運ぶと

いうことにしたいと思う。色々

ごみの種類によって考え方を整

理している。可燃ごみだけでな

く容器包装プラスチック類も安

堵町に持っていって積み替えし

たいと事前に安堵町と協議をし

ているのでその方向で進められ

ると思う。まだまだ不確定要素

があるのでしっかりと協議し

て、また問題が起きれば報告し、

皆さんの意見を伺ったうえで決

めていきたいと思うので引き続

き町民会議の協力をお願いした

い。 

（４）次回の町民会議について 

発言者 回答者 

会

長 

・今みたいな状況が色々と起 

こってくるとしても次の跡地

利用の会議が続くので、こう

いう場を通しながら、情報を

提供してほしい。皆さんの意

見を聞く場をまた設けられた

らと思う。 

・事務局から議事（４）の説明

をお願いしたい。 

事

務

局 

・今後は町において、地元及び周

辺大字の皆さんに、町民会議で

の提言についてご理解いただけ

るよう丁寧に説明していくこと

になる。 

・次回から町民会議では、地元説

明時の報告と操業停止後の跡地

利用について議論していくこと

になる。 

（※）その他 

発言者 回答者 

会

長 

・事務局から（※）その他の説

明をお願いしたい。 

事

務

局 

・前回の町民会議でも話をしたが、

町民会議委員の任期満了が平成

３１年３月３１日となってい
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る。公募委員には意向確認をし

たい。該当委員の机の上に意向

確認票を配付しているので、３

月２９日までに提出をお願いし

たい。 

・前区長及び町民会議設置規程第

２条第７号で委員により推薦さ

れ幹事会で認められた者として

参加している委員については、

再度委員として参加する場合

は、町民会議設置規程第２条第

７号で「委員により推薦され幹

事会で認められた者」と定めら

れているので、事務局まで申し

出てもらいたい。 

・今後は跡地利用についての協議

が中心となると思うので、次回

の町民会議から新たな委員とし

て区長・自治会長会の代表と「公

共施設等総合管理計画」の担当

課の職員を入れていきたいと考

えている。それに伴い、町民会

議設置規程の改正も行いたいと

思う。 

・次回の町民会議は、５月下旬を

考えているので、追って案内す

る。 

会

長 

・一応提言書の原案、少し修正

訂正があるが、大きな訂正は

ないと判断している。私もこ

れまで３回ほど見て、誤字あ

るいは言葉の使い方等が分か

りやすいように色々検討しな

がら修正している。この後、

２６日山村町長に町民会議と

して提言書を提出したいと思
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う。最後に私から一言話をし

ておきたいことがある。一つ

は、私は廃棄物の専門家であ

るが、専門家とは何だろうと

いう話だが、これは国家資格

で技術士という資格があり、

今年の合格率は６．６％と非

常に難関である。これの衛生

工学の廃棄物処理、それから

建設部門と環境部門と３部門

を持っていて、こういう進め

方については私も大阪府、滋

賀県や環境省の財団で４０か

ら５０の委員として参加して

きた。その中で委員長や副委

員長をしたが、その中でも１

０何年前に京都の地方裁判所

で調停員をしていた。調停員

とは基本的に和解が中心なの

で裁判になれば簡単に判決が

出るが、調停員の役割という

のはお互いの言い分を聞い

て、それぞれの合意点を見つ

けることなので、今回の色々

な経緯を見てみると、やはり

前回の和解という形で協定書

ができて住民との合意のもと

でこの施設ができたという経

緯があるので、まさに調停員

の役割かなと思っている。そ

ういう意味で皆の意見を聞き

ながらまとめていくというや

り方を採用した。これは委員

長によっては色々なやり方が

あるが、これまでの経緯を見

ると、皆さんの意見をできる
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だけとりまとめするという中

で進めてきた。もし、これか

らも進めるようなことがあれ

ば、おそらく今のやり方で忌

憚のない意見を聞きながらま

とめていくというのがベスト

かなと思いながら進めてき

た。なかなかスムーズにいか

ないことや不備もあったが、

その辺は許していただいて、

最終的な提言書を代表して提

出をする。ご支援についてお

礼申し上げる。 

委

員 

・次回からこの会議での跡地利

用の話だが、最初の時は何か

事務局で土地利用をどのよう

に考えているのか。私自身は

その辺の状況が分からない。 

  

委

員 

・私もその前に聞きたいが、操

業停止後の１年数ヶ月の間は

民間に処理委託するが、その

間の搬出方法を全然聞かされ

ていない。たとえば、大型ト

ラックで業者が引き取ってい

くのか。その方法も教えてほ

しい。おそらく地元から色々

な意見が出てくると思うの

で、まだ３年ほど先の話だが、

その点もこのような方法で搬

出するという方法をできたら

説明してほしい。地元の方も

色々な意見はあると思う。 

  

会

長 

・土地利用の方をメインにして

も、やはりここを使うという

話になると色々な意見が出て

事

務

局 

・当然、地元４ヶ大字住民説明を

する時に説明し、理解をいただ

きたいと思う。現在も設備機器
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くると思う。それは住民の皆

さんに理解しておいてもらわ

ないといけない話なので情報

を出してほしい。 

が１０年を経過しているので、

故障したときに作業ができない

ため、ごみが溜まるので、地元

区長に報告し、了解をもらって、

大型車に積み替えして民間に出

しているという状況である。お

そらく説明になるとそのような

方法になると思う。今の施設は

稼動しないが、積み替えに使っ

ていこうとのお願いはしていこ

うと思っている。 

会

長 

・跡地利用の時に是非その話も

お願いする。 

町

長 

・今、話があったが重要な事項で、

天理市で稼動するまでどうする

のかというところについては現

施設を利用させていただいたう

えで民間施設へ搬出するという

ことになる。そのことについて

は協定のまき直しをお願いしな

いと実現しないと思っている。

そのこともしっかりと地元説明

をしたい。１５年限りで操業停

止すると、その後の対応につい

て協力をお願いするという形に

なると思う。協定案等、民間に

運ぶ方法等についても地元と十

分協議してきっちりとした協定

のまき直しするということのお

願いをしたいと思う。前の清掃

センターも平成１７年６月に操

業停止したが、その後も施設を

使ってはならないという基本原

則だが、地元説明をして広陵町

のごみ処理が停滞すると困ると

いうことで理解をいただき、平

成１７年６月の停止後もここが

稼動する間、前の清掃センター
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でごみを積み替え、三重中央開

発の民間施設に運んだり、ある

いはそのまま近隣の橿原市、大

和高田市、葛城市等にも引き受

けてもらい処理をしてきた経緯

がある。今、民間処理施設だけ

を言っているが、近隣の市町村

にもお願いできるところはお願

いをする。民間処理費用を抑え

ていく努力をしていかないとい

けない思うので、近隣の市町村

に運ぶ場合はわざわざここに持

ち帰り、積み替えする必要がな

いので、町内で集めたパッカー

車でそのまま市町村のごみ処理

施設へ運び処理をするというこ

とになる。ここで積み替える量

も減ってくるのでそのようなこ

とも計画をしていきたいと思

う。今の段階で具体的にどうす

るというとは決まっていないの

で、地元説明をして色々な意見

を伺い、案をまとめて協定を締

結し直すということでお願いし

たいと思う。その節はよろしく

お願いしたい。 

会

長 

・最後に副会長から一言お願い

したい。 

副

会

長 

・私もこの町民会議に平成２５年

１１月から議会の代表という形

で５人の中の１人として参加し

皆さんと共に、また先の委員と

共にさせていただいた。やはり

ごみの処理施設は嫌悪施設とい

うこともあり、自ら排出したご

みであったとしても、自分のと

ころに来てもらったら困るとい

う観点は事実である。そういう
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状況があり、おかげさまで天理

市で広域で行おうという形がで

きたので、処理は天理の方に 

持っていく、ある意味では非常

にタイミングよく、１年間のブ

ランクがあるが、もちろん負担

についても独自でやるよりも安

いことは事実であるので、感謝

している。そこでまた、安堵町

に中継施設のことも出していた

だいて、それもある意味パッ 

カー車で直接安堵町へ持ってい

ける。それも可燃ごみについて

は広陵町としても負担軽減にな

ると思う。先の意見で相手も自

治体であり、町長、首長も交代

すれば方針が転換されることも

ないとは言えないので、しっか

り協議した中で、先ほどの町長

の話で、３町で一部事務組合を

きっちりと立ち上げて条件を 

きっちりと精査していかないと

思う。議会としてもそのことの

賛否をとって判断していきたい

と思うのでよろしくお願いした

い。それと私からの提案だが、

３月３１日をもって現委員が任

期満了となるので、ここで記念

撮影をしてはどうかと思うが。 

よろしいか。（了承） 

会

長 

・これで終わらせていただきた

い。 
 （記念撮影） 

－閉会－ 

 


